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＜連絡事項＞

・8/3（火）からエアコン設置の為、工事が入ります。
＜週間予定＞
8月2日（月）　9：30～坂本　のり子様　退院
8月5日（木）新聞代徴収
＜患者様情報＞
・松谷　さと子様～ピコスルファートナトリウム内用液2本処方。
・十日市　利喜様～腰痛の訴えあり、IFオーダーに疼痛時）カロナール（200）2T追加。10回分処方となる。
・成田　早希様～頭痛時）ジアゼパム（2）1Tの残なし。7回分処方。
・澤田　裕也様～お父様来院。本人の貴重品（障害者手帳・マイナンバーカード・通帳・印鑑）とアパートの契約書類、年金の診断書を持参しています。
＜要注目患者様＞
・竹洞　総子様～苛々感や不調の訴えはなく他者交流持ち過ごされています。他者のトラブルに干渉する傾向見られる為、適宜介入要している状態です。週末に知人からケーキの差し入れがあったことについて、本人へ差し入れの内容について病院のルールを説明しています。
・久保　興介様～奇異行動・迷惑行為・暴言・挑発行動みられており、他者へ詰め寄っていく行動みられていますが、介入にてトラブルはありません。午後からは表情の硬さや疎通改善し、適度な他者交流みられています。他者トラブルのならないよう介入していきましょう。
・滝田　英人様～夜間声高な独語聞かれており、介入にも自制できず他者からの苦情聞かれています。日中には独語は落ちつき、日課も問題なく取り組む事ができています。
・坂本　福子様～「小林さんと喧嘩しました」と報告されており、以前プロポーズされた事に対して、話を無かった事にして欲しいと言われて納得がいかないと思い、不満を他者（竹洞様）に行った所、言いふらした事についても小林様と口論となったとの事。両者ともに治療の為入院しており、本人の状態も異性との関係で容易に不安定となるほど落ち着いているとは言い難い事を説明していますが、説明の内容は理解していない様子。以後も、訴えの頻回さ見られています。
・澤田　裕也様～お父様来院し、貴重品預かっています。その際、「入院してから借金が発覚して立て替えた分と、アパートの契約更新に掛かったお金を返して欲しい」と訴えており、アパートの諸経費は15万円程度、パチンコによる借金が300万円程度との事。通帳は残金が無く、年金が入るたびに全額引き落としてパチンコに使用していた状況。現状では、手帳・年金共に1級で受給しており、診断書作成後も年金が1級である可能性が高く、生活保護が打ち切りとなる可能性があり、生活保護受給している間にアパート解約する必要がある事を説明。生保に連絡しながら進める為、病院から役所へ連絡し状況説明する事としている（お父様が行うと支払いが発生する可能性が高い為）。
退院先として、本人はアパートを希望しているが、現在の金銭管理状況では単身生活は困難であることを確認し、再度退院先を主治医へ確認としています。お父様が使用した金額は詳細の分かる部分をまとめて置いて頂きたいことを説明。全額の返金は困難であることを伝えています。お父様からは、「もう縁を切りたいんです。俺に連絡をする時も、平日の日中のみにして下さい」と話す。現状を本人と話し合い、今後について目途をたててからお父様へ連絡を入れる事としている。
・清水　志野様～10：30西病棟から転入となっています。転入後から、「母が2階に来ているから会わせて」「今日退院する事になっていたから自宅へ連絡を入れて」等訴えていますが、説明には納得されています。昼食後薬服用時に、むせ込み見られ、そのまま食物残差中等量嘔吐。「食事が胃まで下がってない感じだったから、詰まった感じになった。」と訴えています。以後、嘔気は治まったと話していますが、廊下にてむせ込んで床に吐き出す事あり。吐き出す際にはトイレを利用か、スタッフに言って袋を準備するよう説明しています。バイタルサインは異常ありません。本人の状態確認と、食後薬服用時には30分程経過してから服用するよう見守りを行っていきましょう。
＜新転入患者様情報＞
　氏　　名：清水　志野（しみず　しの）様
　生年月日：昭和44年3月13日　52歳
　病　　名：統合失調症
　主治医　：田名部Dr
　病棟担当：新山NS
【経過】
現在は84歳の母親と2人暮らし。地元の高校卒業後は神奈川県で仕事をしていた。しかし「知らない男性にいたずらをされた」等と両親に訴え、心配した両親が八戸に連れ戻している。その後も不眠や幻覚妄想症状が見られていたことから、市内の精神科病院を受診。H8年頃より統合失調症の診断でみかわ神経内科へ通院治療している。以前より高齢者支援センター医師会が母親に介入していたが、その際より妄想発言聞かれており、母親がその内容を鵜呑みにしている状況。その為、高齢者支援センター医師会より青明舎に介入を依頼し1年程前より青明舎も介入している。妄想に左右された発言や体感幻覚続いており、自宅で過ごす事についても恐怖感がある為、入院して環境を変えたいと連絡あり。R3.7.8東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。⇒R3.7.27任意入院へ切り替え。
【備考】
・退院先：家族は施設（GH）を希望しているが、まだ進めていない。
・嗜好品：自己管理、制限なし
・洗　濯：業者洗濯
・売店利用：上限なし
・年　金：18万円（2ヶ月）、障害基礎年金・等級は不明
・コロナワクチン：7/21（水）実施。次回8/11（水）
・歩行状態：杖使用して移動。歩行不安定さあり

・歯科受診希望あり、当院予約済み
・夜間の失禁あり、リハパン使用。0時にトイレの声掛け実施している。
・洗面器や防水シーツ等、必要な物があれば外部発注可。
・所持金：入院時93,000円程度持参あり。医事から病棟に保管場所変更。
